
 

過
去
の
地
震
で
は
、
１
５
８
６
年
（
天

正
13
年
）
の
大
地
震
で
木
舟
城
が
潰
れ
、

当
時
の
城
下
町
が
石
動
や
高
岡
市
へ
移
転

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
５
８
年
（
安

政
５
年
）
に
も
震
度
６
の
飛
越
地
震
が
あ

り
、
市
内
に
液
状
化
の
痕
跡
が
あ
り
ま
す

（
五
社
・
石
名
田
遺
跡
）
。
そ
の
時
動
い
た

の
が
跡
津
川
断
層
で
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
（
駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
沖
に
か
け
て
の
プ

レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
し
て
概
ね
１
０
０

～
１
５
０
年
間
隔
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
き

た
大
規
模
地
震
）
１
８
５
４
年
安
政
南
海

地
震
が
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
小

矢
部
市
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

砂
田
市
議
は
３
月
議
会
予
算
特
別
委
員

会
で
こ
の
備
え
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
模
様
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
見
ら
れ
、
こ
の
質

問
は
27
分
経
過
後
で
す
。
そ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。 

  【
砂
田
市
議
】
財
政
難
か
ら
市
役
所
耐
震
化
を
先

送
り
し
た
の
は
や
む
を
得
な
い
。
無
理
を
し
て
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
仕
事
を
圧
迫
す
る
の
は
ま
ず

い
。
た
だ
、
地
震
災
害
時
に
市
役
所
機
能
の
確
保

は
大
丈
夫
か
。 

 

【
財
政
課
長
】
防
災
本
部
は
ま
ず
は
市
役
所
、
第

２
順
位
は
消
防
庁
舎
、
第
３
順
位
は
ク
ロ
ス
ラ
ン

ド
を
想
定
し
て
い
る
。 

 

【
総
務
課
長
】
住
民
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

で
は
、
外
部
に
委
託
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
は
免
震
機
能
、
浸
水
対
策
が
備
え
ら
れ
、
よ

り
安
全
に
な
っ
て
い
る
。 

    【
砂
田
市
議
】
震
災
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
に

は
、
か
ね
て
か
ら
個
人
住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
だ

と
主
張
し
て
き
た
。
市
の
具
体
化
は
ど
う
な
っ
た

か
。 

 

【
産
業
建
設
部
次
長
】
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ

れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
て
、
２
０
１
９
年
度

か
ら
補
助
金
の
額
を
１
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
、

実
施
し
て
い
る
。
19
年
11
月
に
対
象
と
な
る
家
屋

の
所
有
者
１
５
３
４
名
の
方
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
た
。
耐
震
診
断
は
19
年
度
12
件
、
20

年
４
件
で
、
改
修
工
事
は
こ
こ
数
年
申
請
が
な

か
っ
た
が
、
本
年
度
１
件
あ
っ
た
（
補
助
制
度
の

詳
細
は
「
広
報
お
や
べ
」
４
月
号
）。 

昨
年
12
月
議
会
で
、
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
の
開
設
に
合
わ

せ
て
、
津
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
条
例
と
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
か
ら
「
政
治
的
又
は
宗
教
的
活

動
に
利
用
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
」
に
利
用
を

認
め
な
い
条
項
を
削
除
し
ま
し
た
。
市
立
公
民
館

で
も
、
設
置
条
例
施
行
規
則
を
改
め
、
使
用
の
不

承
認
条
項
か
ら
同
じ
文
言
を
削
除
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
党
創
立
以
来
99
年
、
一
貫
し
て

自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
た
た
か
っ
て
き

ま
し
た
。
砂
田
市
議
は
そ
の
立
場
か
ら
、
03
年
３

月
議
会
、
10
年
９
月
議
会
、
18
年
９
月
議
会
で
公

共
施
設
で
の
政
治
活
動
、
市
民
活
動
の
自
由
、
表

現
の
自
由
を
守
り
、
拡
大
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。
市
は
そ
の
都
度
、
市
民
の
政
治
活
動
や
表

現
の
自
由
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
答
弁
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
条
例
や
規
則
の
改
正
に

踏
み
き
り
ま
し
た
。 
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市
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
調
査
に
着
手
し
ま
す
。
２
０
２
１

年
度
に
整
備
手
法
を
調
査
し
、
22
年
度
基
本
計
画
、
23
年
度
基
本

設
計
等
の
予
定
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
か
、
改
修
で
対
応
す

る
か
、
整
備
手
法
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
（
民
間
企
業
に
資
金
調
達
、
設
計
、

建
設
、
運
営
を
丸
投
げ
す
る
手
法
）
を
取
り
入
れ
る
か
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。 

 

３
月
議
会
で
砂
田
市
議
は
、
こ
れ
に
関
し

て
、
自
校
方
式
も
選
択
肢
に
と
提
案
し
、
整
備

手
法
で
検
討
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。
砂
田
市
議
の
一
般
質
問
は
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
す
。 

  

  

 【
砂
田
市
議
】
学
校
給
食
は
、
自
校
式
が
理
想

で
、
子
ど
も
の
体
づ
く
り
や
登
校
意
欲
に
直
結
す

る
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
、
お
金
と
手
間
を
か
け

る
べ
き
だ
。
自
校
方
式
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
で
き
な
い
の
か
。
桜
井
市
長
は
以
前
、
各
教

室
で
ご
飯
を
炊
け
な
い
か
、
真
剣
に
考
え
ら
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
で
は
な
い
か
。 

 

【
教
育
長
】
自
校
方
式
で
は
、
い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
る
。
そ
の
解
決
に
必
要
な
こ
と
を
検
討
す
る

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
の
で
、
今
後
整
理
し
て

い
き
た
い
。 

 
  

 【
砂
田
市
議
】
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
「
民
間
資
金
・
技
術
活

用
型
公
共
事
業
（
官
民
連
携
）
」
と
も
い
う
べ
き
も

の
だ
が
、
全
国
で
も
県
内
で
も
失
敗
例
が
相
次
い

で
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
地
だ
が
、

建
設
費
・
維
持
管
理
費
が
割
高
で
、
今
で
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
用
い
な
い
そ
う
だ
。 

そ
れ
な
の
に
日
本
政
府
は
な
ぜ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
推
奨

し
て
い
る
の
か
。
経
団
連
が
公
共
分
野
で
利
益
を

上
げ
よ
う
と
政
府
に
働
き
か
け
て
い
る
か
ら
だ
。 

   

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
促
進
等
に
関
す
る
法
律
）
に
は
、
民
間
企
業

の
情
報
公
開
が
限
ら
れ
る
「
企
業
秘
密
の
保
護
」

と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
。
議
会
が
、
学
校
給
食
の

地
産
地
消
や
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
な
ど
を
情
報
公

開
さ
せ
る
こ
と
に
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

 【
教
育
長
】
食
の
安
全
、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
確
保
が
し
っ
か
り
保
障
さ
れ
る
こ
と
を

基
本
に
判
断
す
る
。
今
ご
指
摘
の
点
も
考
慮
し
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。 
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